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第４回定例会
　令和4年第4回定例会は、12月6日から12日までの7日間の会期で開催され、一般質問のほか、令和4年度各
会計補正予算、条例の一部改正などについて審議しました。

▼補正予算

・令和４年度北斗市一般会計補正予算（第11号）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　住民施設管理経費、街灯関係経費、新型コロナウイルス緊急対策経費、個人番号カード交付事務経費、
補装具支給経費、スポーツ合宿誘致補助金などで1億7,813万6千円を追加し、総額を240億9,107万5千円
としました。

・令和４年度北斗市一般会計補正予算（第12号）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　過年度の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の精算による償還金で23万4千円追加し、
総額を240億9,130万9千円としました。

・令和４年度北斗市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　システムクラウド改修経費、傷病手当金で52万7千円を追加し、総額を50億7,792万7千円としました。
・令和４年度北斗市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　居宅介護福祉用具給付費、介護予防サービス計画給付費などで322万6千円を追加し、総額を46億3,441
万1千円としました。

・令和４年度北斗市水道事業会計補正予算（第５号）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　損害賠償に関し、収益的支出の営業外費用で108万4千円を追加し、総額を7億1,579万4千円としました。
また、収益的収入の営業外収益で保険収入68万9千円を追加し、総額を9億259万8千円としました。

▼条　　例

・北斗市職員の定年等に関する条例等の一部改正等  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　地方公務員法の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、北斗市職員の定年を６０歳から６５歳へ引
き上げるなど所要の改正、または廃止するための一部改正です。

・北斗市手数料徴収条例の一部改正  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　都市の低炭素化の促進に関する法律施行規則等の改正に伴い、低炭素建築物新築等計画の認定等の事
務に係る手数料の規定などについて、準拠している北海道建設部手数料条例の改正に併せ、所要の改
正をするための一部改正です。

・北斗市営住宅条例の一部改正  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　カーボンニュートラルの実現に向けて、公営住宅の省エネ化及び再生可能エネルギーの導入を図るた
め、新しく建設する公営住宅等への太陽光発電設備を原則設置するなど、国の定める公営住宅等整備
基準の改正に併せ、所要の改正をするための一部改正です。

▼そ の 他

・損害賠償額の決定  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　水道施設の管理瑕疵による車両事故について、法律上の市の義務に属する損害賠償額を定めるもの。

▼動　　議

・ＬＥＤ照明事業を調査するための地方自治法第100条第１項（及び同法第98条第１項）
　の権限を付与された特別委員会の設置 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　否　　決
・ＬＥＤ照明設備整備を調査する特別委員会の設置  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　否　　決
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第４回臨時会
　令和4年第4回臨時会は、10月24日に開催され、令和4年度各会計補正予算について審議しました。

▼補正予算

・令和４年度北斗市一般会計補正予算（第９号）　  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　新型コロナウイルス緊急対策経費の冬季生活臨時支援金、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給
付金支給事業経費の給付金などの追加で5億5,508万7千円を追加し、総額を239億1,278万9千円としま
した。

・令和４年度北斗市水道事業会計補正予算（第３号）　  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　収益的収入の営業収益で8,427万4千円を減額し、営業外収益で8,427万4千円を増額し、総額を9億190万
9千円としました。

・令和４年度北斗市下水道事業会計補正予算（第２号）　  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　収益的収入の営業収益で1,004万9千円を減額し、営業外収益で1,145万4千円を増額し、総額を11億
7,361万円としました。また、収益的支出では料金システム改修費として営業費用で140万5千円を増額
し、総額を11億2,442万2千円としました。

第５回臨時会
　令和4年第5回臨時会は、11月28日に開催され、令和4年度各会計補正予算、条例の一部改正について審議
しました。

▼補正予算

・令和４年度北斗市一般会計補正予算（第10号）　  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　給与改定に伴い、職員給与費などで15万円を追加し、総額を239億1,293万9千円としました。
・令和４年度北斗市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）　  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　保険税収納率向上特別対策経費として給与改定及び共済費負担率等の改定で1万4千円を追加し、総額
を50億7,740万円としました。

・令和４年度北斗市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）　  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　介護給付等費用適正化事業経費として給与改定及び社会保険等保険料率の改定で1万8千円を追加し、
総額を46億3,118万5千円としました。

・令和４年度北斗市水道事業会計補正予算（第４号）　  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　給与改定などに伴い、収益的支出の営業費用で20万9千円を増額し、総額を7億1,471万円としました。
・令和４年度北斗市下水道事業会計補正予算（第３号）　  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　給与改定及び会計間の人事異動などにより、収益的支出の営業費用で61万円を減額し、総額を11億
2,381万2千円としました。

▼条　　例

・北斗市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　人事院勧告に伴う一般職における期末手当の支給月数の増減に併せて、0.1月分引き上げるための一部
改正です。

・北斗市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　人事院勧告に伴う一般職における期末手当の支給月数の増減に併せて、0.1月分引き上げるための一部
改正です。

・北斗市職員の給与に関する条例の一部改正  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　原案可決
　　人事院勧告に基づき、民間給与との格差を是正するため、勤勉手当の支給月数を0.1月分引き上げるた
めなどの一部改正です。
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問
　
道
立
上
磯
高
校
は
現
在
、
普
通
科
の
一
間

口
で
す
。

　
そ
こ
で
、
新
た
に
福
祉
科
を
設
置
す
る
運
動

を
道
教
育
委
員
会
に
働
き
掛
け
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
お
伺
い
し
ま
す
。

答
（
教
育
長
）
上
磯
高
校
に
つ
い
て
は
、
今
年

で
創
立
　
周
年
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
学
校
で
す
。
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ピ
ー
ク
時
の
昭
和
　
年
度
に
は
、
普
通
科
５

55

間
口
、
生
活
文
化
科
一
間
口
、
合
わ
せ
て
６
間

口
と
、
渡
島
管
内
に
お
い
て
も
、
中
堅
規
模
の

学
校
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
、
少
子
化
の
影
響

か
ら
年
々
入
学
者
数
が
減
少
し
、
現
在
は
普
通

科
一
間
口
と
い
う
規
模
で
す
。

　
一
方
、
平
成
　
年
度
に
、
同
校
に
北
斗
高
等

29

支
援
学
校
が
併
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は

特
に
、
高
等
支
援
学
校
や
地
域
と
の
連
携
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
共
生
社
会
の
一
員
と
し
て
他

者
と
協
働
で
き
る
生
徒
の
育
成
に
も
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
ご
質
問
に
あ
り
ま
す
、
上
磯
高
校
へ
の
福
祉

科
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
道
内
に
福
祉

学
科
を
有
す
る
学
校
は
、
道
立
置
戸
高
校
と
私

立
函
館
大
妻
高
校
の
２
校
が
あ
り
、
現
在
、
両

校
と
も
に
入
学
者
が
減
少
し
、
そ
の
維
持
が
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
、
理

由
の
一
つ
は
、
初
め
か
ら
福
祉
関
係
を
志
望
す

る
生
徒
は
少
な
く
、
普
通
科
の
高
校
を
卒
業
し

た
上
で
、
福
祉
関
係
の
専
門
学
校
に
進
学
し
、

資
格
を
取
得
す
る
生
徒
が
多
い
傾
向
に
あ
る
た

め
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
上
磯
高
校
と
し
て
は
、
多
様
な
進
路

に
対
応
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
主
体
に
考
え
、

現
行
の
普
通
科
一
間
口
の
確
保
に
尽
力
す
る
と

と
も
に
、
最
大
の
強
み
で
あ
る
北
斗
高
等
支
援

学
校
と
の
連
携
を
生
か
し
、
選
択
科
目
と
し
て

福
祉
を
学
べ
る
体
制
を
整
え
る
な
ど
、
進
路
の

選
択
肢
を
拡
げ
る
取
り
組
み
も
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
市
や
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
も
上
磯

高
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
や
市

内
小
・
中
学
校
と
の
情
報
交
流
の
場
の
設
定
な

ど
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
い
、
市
内
の
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
上
磯
高
校
へ
の
進
学
を

希
望
す
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
協

力
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
近
年
、
市
内
の
住
宅
の
新
築
及
び
リ
フ
ォ

ー
ム
を
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
住
居
番
号
表
示
板

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
と
し
て
住
居
番
号
表
示
板
を
設
置
す
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
考
え
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

答
（
市
長
）
住
居
表
示
に
つ
い
て
は
、「
住
居

表
示
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
、

地
番
を
基
に
し
た
住
所
の
表
示
に
代
わ
る
、
一

定
の
方
式
に
よ
り
順
序
よ
く
付
け
た
番
号
を
基

に
し
た
住
所
の
表
示
方
法
で
す
が
、
本
市
に
お

い
て
も
、
上
磯
地
区
で
は
昭
和
　
年
度
、
大
野
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地
区
で
は
平
成
　
年
度
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
開
始
し

20

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
居
表
示
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
、

住
居
番
号
表
示
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
「
住

居
表
示
に
関
す
る
法
律
」
及
び
「
北
斗
市
住
居

表
示
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
建
物
所
有

者
や
占
有
者
が
見
や
す
い
場
所
に
表
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
消
防
や
警
察
に
よ
る
緊
急
時
対
応

の
迅
速
化
、
郵
便
物
な
ど
宅
配
業
務
の
誤
配
や

遅
配
の
減
少
、
訪
問
時
の
利
便
性
向
上
な
ど
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
住
宅
を
新
築
又
は
リ
フ

ォ
ー
ム
し
た
際
や
、
住
居
番
号
表
示
板
が
劣
化

し
て
き
た
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
、
住
居
番
号

表
示
板
を
無
償
発
行
し
て
お
り
、
そ
の
際
、
表

示
箇
所
や
再
発
行
に
関
す
る
周
知
文
書
を
一
緒

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
最
近

は
住
居
番
号
表
示
板
の
見
当
た
ら
な
い
住
宅
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
市
と
し
て
も
、
そ
の
状
況
は
認
識
し
て
お
り
、

住
居
番
号
表
示
板
の
設
置
目
的
や
無
償
で
再
発

行
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民

へ
の
周
知
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
、
町
会
連

合
会
の
会
議
な
ど
を
活
用
し
、
周
知
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
窓
口
に
て
住
居
番
号
表
示
板
を

住
宅
所
有
者
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
渡
す

際
、
今
ま
で
以
上
に
住
居
番
号
表
示
板
を
住
宅

の
見
え
や
す
い
場
所
に
表
示
す
る
利
点
を
説
明

し
、
市
民
の
協
力
を
促
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問
１

教
育
長

上
磯
高
校
に
福
祉
科
設
置
の
運
動

を
道
教
委
に
働
き
掛
け
る
べ
き

道
内
の
福
祉
学
科
が
あ
る
２
校
の

入
学
者
が
減
少
、
維
持
が
厳
し
い

水
上
　
　
務
　
議
員 録画映像

質
問
２

市
　
長

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
後
に
住
居
番

号
表
示
板
を
設
置
す
べ
き
で
は

市
民
等
へ
表
示
す
る
利
点
を
説
明

し
て
協
力
を
促
し
て
ま
い
り
た
い

創立７０周年を迎える道立上磯高校

住居番号表示板を
設置している住宅
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北斗市　議会だより４

問
　
北
斗
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
新
規
で
高
齢

者
見
守
り
確
認
事
業
の
中
で
、
高
齢
者
見
守
り

確
認
機
器
購
入
費
補
助
金
及
び
二
次
元
コ
ー
ド

シ
ー
ル
の
配
布
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
事
業
の
利
用
状
況
及
び
今
後
の
活
用
方
法
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
及
び
認
知

症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
を
目
的
で
取
り
組
ん
で
お
り
、

利
用
状
況
は
、　
月
末
現
在
で
「
高
齢
者
見
守

11

り
確
認
機
器
の
購
入
に
対
す
る
助
成
」
の
件
数

は
０
件
、「
認
知
症
高
齢
者
等
の
見
守
り
二
次

元
コ
ー
ド
シ
ー
ル
の
配
布
」
の
件
数
は
７
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
活
用
方
法
と
し
て
は
、
本
事
業
を
通

し
て
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
認
識
と
理
解

の
向
上
を
図
り
、
地
域
に
お
け
る
認
知
症
高
齢

者
を
見
守
る
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
普

及
啓
発
に
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
ず
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
を

活
用
し
て
、
積
極
的
に
事
業
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
定
期
的
に
見
守
り
声
掛
け
訓
練
等
を

開
催
し
、
多
く
の
市
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
高
齢
者
を
地
域
で
見
守
る
仕
組
み
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
ま
ち
で
二
次
元
コ
ー
ド
シ
ー
ル
を
貼
付
し

た
方
で
様
子
が
気
に
な
る
場
合
の
対
処
方
法
を

市
民
へ
周
知
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
が
い
か

が
か
。

答
（
保
健
福
祉
課
長
）
シ
ー
ル
を
貼
付
し
様
子

が
気
に
な
る
場
合
で
も
、
ま
ず
は
、
声
掛
け
を

す
る
こ
と
が
一
番
の
対
処
方
法
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
は
、
市
民
へ
何
度
も
認
知
症
高
齢

者
へ
の
見
守
り
声
掛
け
訓
練
等
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
北
斗
市
は
、
第
２
次
総
合
計
画
令
和
４
年

度
実
施
計
画
の
中
で
、
芸
術
文
化
行
事
開
催
で

学
習
体
験
ひ
ろ
ば
や
音
楽
祭
を
通
し
、「
音
楽

の
ま
ち
・
ほ
く
と
」
の
市
民
意
識
の
醸
成
を
図

る
と
と
も
に
、
か
な
で
～
る
を
拠
点
と
し
、
吹

奏
楽
や
合
唱
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

音
楽
振
興
事
業
を
検
討
す
る
と
あ
り
ま
す
。

　
吹
奏
楽
や
太
鼓
、
合
唱
な
ど
は
、
文
化
祭
や

音
楽
祭
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
し
、
演
奏
で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
一
部
の
市
民
の
中
に
は
こ
の
「
音
楽

の
ま
ち
・
ほ
く
と
」
の
活
動
ば
か
り
に
力
を
入

れ
て
は
い
な
い
か
、
そ
の
他
の
歴
史
文
化
な
ど

の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
は
ど
う
か
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
の
方
向
性
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
教
育
長
）
本
市
で
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
市
民
総
ぐ
る
み
で
展
開
し
て
お
り
、

特
に
、
市
内
に
お
い
て
活
動
が
盛
ん
な
、
音
楽

に
関
す
る
取
り
組
み
は
、「
音
楽
の
ま
ち
・
ほ
く

と
」
と
銘
を
打
ち
、
全
国
大
会
に
お
い
て
、
連

続
金
賞
を
受
賞
す
る
上
磯
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
制
作
や
、
北
斗
市
出

身
の
奏
者
の
方
に
イ
ベ
ン
ト
で
演
奏
し
て
も
ら

う
な
ど
、
様
々
な
機
会
を
活
用
し
、
音
楽
を
通

し
て
北
斗
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
音
楽
以
外
の
芸
術
文
化
活
動
に
つ
い

て
は
、
か
な
で
～
る
協
会
や
文
化
団
体
協
議
会

と
連
携
し
、
演
劇
公
演
の
開
催
や
市
民
文
化
祭

の
実
施
な
ど
、
芸
術
文
化
活
動
を
発
表
す
る

様
々
な
場
を
設
け
、
鑑
賞
機
会
の
確
保
に
も
努

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
多
く
の
方
々
が
本
市

質
問
１

市
　
長

二
次
元
コ
ー
ド
シ
ー
ル
配
布
事
業

の
今
後
の
活
用
方
法
は

地
域
で
認
知
症
高
齢
者
を
見
守
る

仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
普
及
す
る

の
芸
術
文
化
活
動
に
触
れ
る
機
会
を
確
保
し
、

こ
の
活
動
を
支
え
る
人
材
の
育
成
や
サ
ポ
ー
ト

に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
積
極

的
に
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
主
体
と
な
っ
て
行

っ
て
い
る
芸
術
文
化
活
動
も
広
が
り
を
見
せ
つ

つ
あ
り
ま
す
の
で
、
市
と
し
て
も
そ
の
活
動
を

後
押
し
す
る
こ
と
で
、
芸
術
文
化
活
動
の
振
興

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
北
斗
市
は
、
郷
土
資
料
館
も
あ
り
歴
史
文

化
と
し
て
史
跡
や
縄
文
時
代
の
史
料
も
あ
る
の

で
高
齢
者
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
芸
員
な

ど
を
招
い
て
勉
強
を
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

答
（
社
会
教
育
課
長
）
高
齢
者
大
学
で
は
１
コ

マ
必
ず
歴
史
に
関
す
る
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
中
で
北
斗
市
歴
史
研
究
会
が
発
足
し
、

小
学
校
や
高
齢
者
大
学
の
講
師
を
す
る
こ
と
も

活
動
内
容
で
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
今

後
、
連
携
し
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

工
藤
　
秀
子
　
議
員 録画映像

質
問
２

教
育
長

今
後
の
芸
術
文
化
活
動
の

　
　
　
　
　
　
振
興
の
方
向
性
は

市
民
主
体
の
活
動
を
市
と
し
て
も

後
押
し
す
る
こ
と
で
振
興
を
図
る

北斗市指定無形民俗文化財
「大野ぎおんばやし」

認知症高齢者等の見守り
二次元コードシール
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北斗市　議会だより ５

問
　
近
年
の
気
象
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
自
然

災
害
に
発
展
し
か
ね
な
い
天
候
が
、
当
市
に
お

い
て
も
毎
年
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
、
防
災
・
減
災
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
や
予
定
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
本
市
で
は
、
災
害
等
緊
急
時
の
情

報
伝
達
の
多
重
化
を
図
る
た
め
、
防
災
ラ
ジ
オ

の
導
入
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、
配
布
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
導
入
後
の
運
用
方
針

等
の
検
討
を
行
い
、
今
後
、
防
災
連
絡
会
議
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
。

　
ま
た
、
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、

新
た
に
公
表
さ
れ
た
津
波
浸
水
想
定
区
域
な
ど

を
踏
ま
え
修
正
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と

っ
て
身
近
で
分
か
り
や
す
く
、
実
行
性
の
高
い

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
な
る
よ
う
改
訂
作
業
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
北
斗
消
防
団
清
川
分
団
詰
所
は
、
防
災
備
蓄

倉
庫
と
し
て
の
機
能
も
兼
ね
備
え
た
拠
点
施
設

と
し
て
、
先
月
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
災
害
発
生

時
に
お
け
る
消
防
団
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

機
動
性
が
高
ま
る
よ
う
運
用
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
避
難
所
用
間
仕
切
り
テ
ン
ト
「
ひ
な
ん
ル

ー
ム
な
ご
み
」
の
現
在
の
保
有
数
と
今
後
の
購

入
計
画
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
テ
ン
ト
の
運
用
方
法
も
併
せ
て

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
総
務
課
長
）
「
ひ
な
ん
ル
ー
ム
な
ご
み
」

は
、
５
年
間
で
計
画
上
　
張
り
と
な
っ
て
い
て
、

500

現
在
、
整
備
・
配
置
さ
れ
て
い
る
の
は
　
張
り

100

で
計
画
の
　
％
が
配
置
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

20

　
テ
ン
ト
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
北
斗

市
地
域
防
災
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
防
災

計
画
の
見
直
し
の
中
で
十
分
に
検
証
し
て
ま
い

り
た
い
。

問
　
津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
拠
点
施
設
に
は
、
常

時
、
必
要
最
小
限
の
防
災
備
蓄
品
を
用
意
し
て

お
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
総
務
課
長
）
北
斗
市
に
お
い
て
指
定
し
て

い
る
津
波
避
難
ビ
ル
の
中
で
、
高
規
格
道
路
の

外
側
（
浸
水
区
域
外
）
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

冬
場
の
避
難
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
き
ま
す
が
、
現
在
は
、
防
災
備
品
は
備
蓄
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
津
波
避
難
ビ
ル
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
災
害
の

状
況
に
よ
り
浸
水
す
る
こ
と
や
季
節
に
よ
り
、

様
々
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
様
々
な
状
況
で
ど
の
よ
う
な
物

を
備
蓄
し
て
お
く
べ
き
か
と
い
う
の
は
、
十
分

に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
最

低
限
、
命
を
守
る
た
め
に
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
今
後
、
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
北
斗
消
防
団
清
川
分
団
詰
所
に
防
災
備
蓄

倉
庫
を
併
設
さ
れ
た
が
、
現
在
の
追
分
の
備
蓄

倉
庫
と
ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
い
く
の
か
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
分
散
備
蓄
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
総
務
課
長
）
追
分
の
備
蓄
倉
庫
は
新
た
な

浸
水
想
定
で
は
津
波
浸
水
想
定
区
域
に
入
っ
て

い
ま
す
の
で
、
同
場
所
で
の
備
蓄
は
望
ま
し
く

は
な
く
清
川
分
団
詰
所
併
設
の
防
災
備
蓄
倉
庫

に
備
蓄
品
の
大
半
を
移
す
予
定
で
す
。

　
分
散
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
の
分
散
と

い
う
観
点
で
必
要
な
こ
と
で
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
現
状
は
管
理
・
点
検
の
観
点
、
ま
た
消

防
団
と
の
連
携
強
化
な
ど
を
図
れ
る
と
い
っ
た

こ
と
も
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て

清
川
分
団
詰
所
に
置
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
文
月
・
向
野
地
区
の
ワ
イ
ン
関
連
施
設
に

つ
い
て
は
、
醸
造
所
や
農
泊
施
設
な
ど
に
国
の

補
助
金
の
採
択
も
あ
り
、
一
定
の
見
通
し
が
立

っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
三
ツ
石
地
区
に
あ
る
、

グ
ラ
ン
ポ
レ
ー
ル
北
海
道
北
斗
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド

周
辺
も
、
当
市
に
と
っ
て
非
常
に
魅
力
的
な
地

域
と
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
、
メ
ー
カ
ー
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
一

層
強
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
開
設
か
ら
の
変
化
や
展
望
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
今
年
７
月
に
は
、
メ
ー
カ
ー
と
の

つ
な
が
り
を
よ
り
強
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
東
京
の
本
社
を
訪
問
し
、
三
ツ
石
地
区

へ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
建
設

に
つ
い
て
お
願
い
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
市
の
経
済
発
展
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

観
光
面
に
お
い
て
も
、
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
と

の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
三
ツ
石
地
区
の
魅
力
が

さ
ら
に
増
し
、
交
流
人
口
の
増
加
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
可
能
な
限
り
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
。

質
問
１

市
　
長

市
と
し
て
の
防
災
・
減
災
に
向
け

た
今
後
の
取
り
組
み
の
予
定
は

防
災
ラ
ジ
オ
の
配
布
や
防
災
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
の
改
訂
な
ど
を
進
め
る

栃
木
　
正
則
　
議
員 録画映像

質
問
２

市
　
長

グ
ラ
ン
ポ
レ
ー
ル
北
海
道
北
斗
ヴ

ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
今
後
の
展
望
は

本
社
へ
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
レ
ス
ト
ラ

ン
等
の
建
設
を
お
願
い
し
て
い
る

グランポレール北海道北斗ヴィンヤードからの眺望
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北斗市　議会だより６

問
　
本
市
で
も
、
平
成
　
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口

17

減
が
進
み
、
令
和
４
年
度
市
政
執
行
方
針
の
主

要
施
策
の
１
番
目
に
も
「
人
口
減
少
問
題
へ
の

取
組
み
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
過
去
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
社
会
に
起
因
す
る
現
在
の
課

題
、
今
後
予
想
さ
れ
る
課
題
、
対
応
策
等
に
関

し
て
質
問
を
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、

昨
今
の
社
会
情
勢
や
北
斗
市
の
実
情
を
鑑
み
、

今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

茨
本
市
の
総
人
口
、
老
年
人
口
（
　
歳
以
上
）、

65

生
産
年
齢
人
口
（
　
～
　
歳
）、
年
少
人
口

15

64

（
０
～
　
歳
）
の
直
近
５
年
間
推
移
と
移
住
定

14

住
施
策
の
課
題
に
つ
い
て

芋
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
地
域
共
生
社
会

構
築
に
向
け
て
、
現
在
、
市
や
社
会
福
祉
協
議

会
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て

鰯
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
、
学
校
現
場
で
の
防

災
教
育
や
食
育
が
重
要
だ
と
思
う
が
、
市
は
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ア
　
過
去
３
カ
年
実
績
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
茨
令
和
２
年
は
、
総
人
口
４
万
４

千
　
人
、
そ
の
う
ち
老
年
人
口
１
万
３
千
　
人
、

302

332

生
産
年
齢
人
口
２
万
５
千
　
人
、
年
少
人
口
が

434

５
千
　
人
で
あ
り
、
５
年
間
の
推
移
と
し
て
は
、

444

総
人
口
が
２
千
　
人
の
減
、
老
年
人
口
は
１
千

88

　
人
の
増
、
生
産
年
齢
人
口
は
２
千
　
人
の
減
、

35

289

年
少
人
口
は
　
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

909

　
本
市
の
社
会
動
態
の
特
徴
と
し
て
、
進
学
や

就
職
に
よ
る
　
歳
前
後
の
若
年
層
の
転
出
が
特

20

に
多
く
、
こ
れ
に
伴
う
市
内
事
業
所
の
人
材
不

足
な
ど
が
課
題
で
、
若
年
層
の
回
帰
に
つ
な
が

る
施
策
と
し
て
、
奨
学
金
の
償
還
免
除
や
償
還

支
援
を
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
、
雇
用
の
場
の
創

出
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
活
用
に
よ
る
住
居
確

保
へ
の
支
援
な
ど
の
継
続
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
施
策
に
つ
い
て
は
、
短
期
的
に
効
果
が
得
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
随
時
、
事
業
を
検
証
し
、

必
要
に
応
じ
て
見
直
し
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
本
市
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し
、
関
係
人

口
の
創
出
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、

移
住
・
定
住
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

芋
こ
れ
ら
の
制
度
の
認
知
度
が
低
い
点
や
、
低

所
得
者
や
引
き
こ
も
り
等
の
自
助
を
ど
こ
ま
で

期
待
で
き
る
の
か
と
い
う
点
、
人
付
き
合
い
が

希
薄
化
す
る
中
、
地
域
社
会
の
力
を
活
用
す
る

と
い
う
理
想
が
ど
こ
ま
で
現
実
味
を
帯
び
る
の

か
と
い
う
点
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
課
題
解
決
の
た
め
、
地
域
を
基
盤
と
す
る
包

括
的
支
援
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
市
は
、
地

域
福
祉
の
理
解
を
図
る
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
「
か
け
は
し
」
や
、
生
活
困
窮

者
や
生
活
に
不
安
や
悩
み
が
あ
る
方
を
対
象
と

し
た
「
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
運
営

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
策
定
作
業
中
の
「
第
３
期
地
域

福
祉
計
画
」
で
は
、
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構

築
す
る
た
め
、
重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
等
の

視
点
を
計
画
全
体
に
反
映
し
、
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

答
（
教
育
長
）
鰯
小
・
中
学
校
で
行
わ
れ
た
火

災
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
は
、
令
和
元
年
度
が

　
校
、
令
和
２
年
度
が
　
校
、
令
和
３
年
度
が

14

11

　
校
で
す
。

14　
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
は
、
令

和
元
年
度
が
　
校
、
令
和
２
年
度
が
　
校
、
令

15

11

和
３
年
度
が
　
校
、
１
日
防
災
学
校
は
、
令
和

12

元
年
度
、
及
び
令
和
２
年
度
が
３
校
、
令
和
３

年
度
が
９
校
で
す
。

　
栄
養
教
諭
に
よ
る
食
育
授
業
は
、
令
和
元
年

度
は
市
内
全
小
・
中
学
校
　
校
で
　
回
、
同
様

16

143

に
、
令
和
２
年
度
は
　
回
、
令
和
３
年
度
は
　

138

132

回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ト
マ
ト
の
収
穫
体
験
や
田
植
え
・
稲

刈
り
、
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
、
ア
サ
リ
採
り
体
験

な
ど
、
自
然
体
験
学
習
を
通
じ
て
の
食
育
に
つ

質
　
問

市
　
長

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
に

対
す
る
今
後
の
施
策
は

関
係
人
口
や
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
り
、
移
住
定
住
促
進
に
努
め
る

い
て
も
、
学
校
規
模
に
応
じ
、
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
反
面
、
大
規
模

校
の
受
け
入
れ
先
の
問
題
も
あ
り
、
教
育
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
、
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
地
域
共
生
社
会
構
築
に
は
、
課
題
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
と
横
の
つ
な
が
り
が
重
要
で
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
地
域
ケ
ア
会
議
が
あ
り
ま

す
が
、
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
な
場
で
、
医
療
や
介

護
に
携
わ
る
方
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
や
学
校

関
係
も
交
え
て
、
み
ん
な
が
共
通
認
識
で
き
る

場
を
つ
く
る
こ
と
が
効
果
的
と
考
え
ま
す
が
。

答
（
民
生
部
長
）
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
、
今
年
度
、
地
域
福

祉
計
画
を
つ
く
り
社
会
福
祉
協
議
会
の
実
践
計

画
も
踏
ま
え
て
、
横
の
つ
な
が
り
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

佐
々
木
　
亮
　
議
員 録画映像

萩野小学校の児童による田植え体験の様子
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北斗市　議会だより ７

問
　
北
斗
市
に
お
け
る
観
光
振
興
に
関
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
い
ま

だ
見
え
な
い
中
、
国
や
都
道
府
県
の
自
粛
規
制

が
解
か
れ
、
ま
た
、
全
国
旅
行
支
援
な
ど
の
影

響
な
の
か
、
修
学
旅
行
や
家
族
単
位
の
観
光
客

が
こ
の
頃
、
目
立
っ
て
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
一
部
観
光
地
で
は
、
コ
ロ
ナ
終
息
後
を
見
据

え
て
ホ
テ
ル
の
改
装
や
新
築
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
最
近
、
新
聞
を
開
く
と
、
七
飯
町
の
「
道
の

駅
な
な
い
ろ
・
な
な
え
」
が
全
道
道
の
駅
ラ
ン

キ
ン
グ
１
位
と
か
、
函
館
市
で
は
ト
ラ
ウ
ト
サ

ー
モ
ン
の
海
面
養
殖
で
育
て
た
も
の
を
「
函
館

サ
ー
モ
ン
」
と
し
て
旅
行
客
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

観
光
振
興
に
つ
な
げ
る
な
ど
と
い
っ
た
話
題
が

紙
面
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

　
北
斗
市
も
６
年
前
の
新
幹
線
開
業
時
に
は
、

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
連
日
、
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
や
芸
能
人
が
来
て
大
変
盛
り
上
が
っ
た

の
で
す
が
、
３
カ
月
も
す
る
と
火
が
消
え
る
よ

う
に
収
ま
り
ま
し
た
。

　
観
光
振
興
の
推
進
は
、
地
域
産
業
の
発
展
や

交
流
人
口
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の

誘
致
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
移
住
・
定
住
人

口
が
増
え
れ
ば
北
斗
市
の
活
性
化
の
大
き
な
力

に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
　
年
後
、　
年
後
を
見
据
え
た
観
光
振
興
に

10

20

対
す
る
市
長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
本
市
で
は
、
平
成
　
年
３
月
の
北

28

海
道
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
、
平
成
　
年
度
を

24

「
観
光
振
興
元
年
」
と
位
置
付
け
、
桜
回
廊
事

業
の
促
進
や
体
験
型
観
光
の
振
興
な
ど
５
つ
の

観
光
施
策
を
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
観
光
入
り
込
み
者
数
は
、
北
海
道
新
幹
線
の

実
質
的
な
開
業
年
度
で
あ
る
平
成
　
年
度
に
　

28

124

万
人
を
数
え
ま
し
た
が
、
開
業
効
果
の
落
ち
着

き
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
３
年
度

に
は
　
万
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

52

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
で
は
、
観
光
施

策
の
主
な
柱
の
う
ち
、「
体
験
型
観
光
の
振
興
」

へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

て
、
令
和
２
年
度
か
ら
「
着
地
型
観
光
担
い
手

づ
く
り
事
業
」
を
展
開
し
、
観
光
関
連
事
業
者

と
連
携
し
、
市
内
で
の
体
験
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
増
や
し
、
観
光
関
連
事
業
者
が
継
続
的
に

実
施
で
き
る
事
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
市
や
市
観
光
協
会
で
は
、
体
験

観
光
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
引
き
網
体

験
や
ト
マ
ト
収
穫
体
験
な
ど
、　
を
超
え
る
事

20

業
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
観
光
関

連
事
業
者
と
の
連
携
が
弱
か
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
持
続
的
な
事
業
展
開
が
で
き
な
か
っ
た
経

緯
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
反
省
を
踏
ま
え
、「
着

地
型
観
光
担
い
手
づ
く
り
事
業
」
で
は
、
観
光

関
連
事
業
者
と
の
連
携
を
密
に
し
、
事
業
開
始

か
ら
３
年
度
目
と
な
る
今
年
の
秋
に
は
、
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
が
複
数
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
、
数
多
く
の
観
光
資
源
が
あ
り
、

今
後
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
文
月
・
向
野

地
区
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
、
新
た
な
観
光
資
源

も
含
め
、
そ
れ
ら
を
生
か
す
た
め
、
多
様
な
関

連
事
業
者
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
の
方
々

が
価
値
を
見
い
だ
す
よ
う
な
資
源
の
磨
き
上
げ

を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
函
館
北
斗
駅
は
、
道
南
観
光
の
要
所
で
あ

り
ま
す
の
で
、
市
観
光
協
会
が
主
体
と
な
り
、

観
光
関
連
事
業
者
と
の
連
携
を
深
め
、
来
訪
者

の
ニ
ー
ズ
や
価
値
観
に
着
目
し
、
多
く
の
リ

ピ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
ン
が
来
訪
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
市
と
し
て
も
、
引
き
続
き
連
携
を
密
に

し
、
観
光
振
興
の
後
押
し
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
８
年
後
の
２
０
３
０
年
度
に
は
北
海

道
新
幹
線
が
札
幌
ま
で
延
伸
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
延
伸
後
は
本
市
が
道
央
圏
域
と
東
北
圏
域

の
中
間
駅
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
特
性

を
最
大
限
に
生
か
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
来

訪
者
を
増
や
す
た
め
「
豊
か
で
美
し
い
自
然
環

境
」
や
「
食
」
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
「
体
験
観
光
」
の
充
実
に
よ
り
、
年

間
　
万
人
の
観
光
入
込
者
数
を
達
成
す
べ
く
、

90
取
り
組
み
を
加
速
す
る
次
第
で
す
。

質
　
問

市
　
長

北
斗
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
を
今
後
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か

漁
協
と
話
し
合
い
、
観
光
も
含
め

総
合
的
に
考
え
て
ま
い
り
た
い

問
　
観
光
振
興
に
は
、
「
食
」
を
目
的
に
来
る

観
光
客
は
多
く
、
１
次
産
業
と
の
連
携
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、
北
斗
市
に
は
、
農
産
物
の
キ
ュ

ウ
リ
や
ト
マ
ト
、
海
産
物
も
カ
キ
や
ホ
ッ
キ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
海
産
物
を
提
供
す
る
「
貝
鮮
焼
北
斗
フ

ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
」
が
、
現
在
、
休
業
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
（
市
長
）
市
と
し
て
も
北
斗
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ

ー
に
は
補
助
金
等
も
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
と
か
生
か
し
て
欲
し
い
と
所
有
者
で
あ
る
上

磯
郡
漁
業
協
同
組
合
に
は
話
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
商
工
会
と
連
携
し
た
再
営

業
に
向
け
て
の
計
画
も
あ
り
ま
す
が
、
漁
協
か

ら
返
事
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
漁
協
と
話
し
合
い
を
し
、

観
光
も
含
め
て
総
合
的
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

渡
野
辺
秀
雄
　
議
員 録画映像

休業が続いている　　　　　　　　　
　　　　　貝鮮焼北斗フィッシャリー



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

北斗市　議会だより８

問
　
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
関
し
て
、
３
月

議
会
当
初
の
答
弁
か
ら
議
会
を
重
ね
る
ご
と
に

微
妙
に
言
葉
巧
み
に
修
正
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
質
問
を
し
て
い
な
け
れ
ば
交
換
し
て
い
な

い
箇
所
や
、
見
積
も
り
に
積
算
す
ら
し
て
い
な

い
状
況
を
見
逃
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

根
本
的
に
こ
の
契
約
に
向
か
っ
て
い
る
背
景
が
、

様
々
な
矛
盾
を
生
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
締
め
く
く
り
の
質
問
を
し
ま
す
。

茨
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
副
市
長
の
答
弁
で
、

イ
ー
シ
ー
ム
ズ
を
知
り
得
た
き
っ
か
け
は
、
業

務
上
の
関
係
の
お
付
き
合
い
の
あ
る
方
と
意
見

交
換
を
し
た
際
、
「
知
っ
て
い
る
事
業
者
が
い

ま
す
の
で
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
」
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
で
し
た
。

　
こ
の
、
業
務
上
の
関
係
の
方
は
、
市
長
、
副

市
長
、
総
務
部
長
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
か
ら
の
お
付

き
合
い
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

芋
こ
の
方
と
は
２
０
１
９
年
か
ら
今
ま
で
、
市

長
、
副
市
長
、
総
務
部
長
は
市
役
所
で
何
回
会

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
会
っ
た
日
付
は
い
つ
な
の
か

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

鰯
こ
の
方
に
イ
ー
シ
ー
ム
ズ
を
紹
介
さ
れ
た
後
、

イ
ー
シ
ー
ム
ズ
と
初
め
て
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ

た
の
は
誰
で
、
い
つ
な
の
か
。

　
こ
の
方
は
イ
ー
シ
ー
ム
ズ
に
関
係
性
が
あ
る

か
ど
う
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

允
浜
分
小
学
校
を
含
め
て
３
施
設
で
ず
さ
ん
な

チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
１
年
半
不
具
合
を
見
つ
け

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
の
不
作
為
と
言
え
る
状
況
は
通
常
、

職
員
が
行
っ
て
い
た
ら
、
何
ら
か
の
処
分
が
下

さ
れ
る
よ
う
な
案
件
で
す
。

　
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
副
市
長
が
議
会
で
謝

罪
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
市

長
か
ら
は
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
反
省
や
謝
罪

の
言
葉
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

　
副
市
長
の
主
導
で
現
総
務
部
長
が
先
頭
に
立

っ
て
動
い
た
こ
と
や
、
高
額
な
随
意
契
約
が
見

積
も
り
合
わ
せ
な
し
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
対
し

て
処
分
が
な
け
れ
ば
、
規
則
を
重
ん
じ
る
職
員

は
上
司
に
つ
い
て
い
こ
う
と
思
え
ず
、
士
気
の

低
下
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
処
分
し
な
い
、
謝
罪
し
な
い
、
反
省
し
な
い

明
確
な
理
由
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

印
工
事
終
了
後
の
ず
さ
ん
な
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
っ

た
の
で
改
め
て
見
積
も
り
内
容
を
確
認
し
ま
す
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
証
拠
書
類
等
の
閲

覧
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
民
か
ら
の
情
報
開

示
請
求
で
の
資
料
と
比
較
し
、
同
じ
内
容
の
も

の
で
あ
っ
た
と
確
認
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
新
聞
の
記
事
で
は
、
部
長
か
ら
の
報

告
で
浜
分
小
学
校
は
１
千
　
カ
所
の
蛍
光
灯
を

337

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
の
記
載
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
の

計
算
で
は
１
千
　
カ
所
で
し
た
。

333

　
４
カ
所
違
い
ま
す
が
１
千
　
カ
所
で
間
違
い

337

な
い
の
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

咽
今
後
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、

い
つ
ま
で
完
了
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
茨
本
年
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会

に
お
い
て
、
副
市
長
よ
り
説
明
し
た
関
係
の
あ

る
方
に
つ
い
て
で
す
が
、
道
南
い
さ
り
び
鉄
道

株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
社
長
を
令
和
２
年
６

月
ま
で
勤
め
ら
れ
て
い
た
小
上
氏
で
あ
り
、
同

氏
を
介
し
て
、
契
約
事
業
者
の
リ
ー
ス
方
式
に

つ
い
て
、
今
回
の
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
か
ら
概

要
を
お
聞
き
し
た
も
の
で
す
。

　
小
上
氏
と
の
業
務
上
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

は
、
私
は
市
長
就
任
後
か
ら
、
副
市
長
は
総
務

部
長
当
時
か
ら
、
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
株
式
会

社
に
関
す
る
沿
線
自
治
体
と
し
て
の
関
わ
り
が

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
総
務
部
長
は
、
直
接
の
関
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

芋
期
間
中
に
お
け
る
面
談
回
数
は
、
私
は
、
令

和
元
年
度
は
１
回
、
令
和
３
年
度
は
２
回
、
他

の
年
度
は
お
会
い
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
副
市
長
は
、
令
和
元
年
度
が
９
回
、
令
和
２

年
度
が
４
回
、
令
和
３
年
度
が
４
回
、
令
和
４

年
度
は
お
会
い
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
総
務
部
長
は
お
会
い
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

鰯
契
約
事
業
者
よ
り
、
事
前
に
連
絡
を
受
け
た

上
で
、
令
和
元
年
　
月
５
日
に
副
市
長
及
び
総

12

務
部
長
が
試
算
内
容
等
の
説
明
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
小
上
氏
と
契
約
事
業
者
と
は
、
直
接

の
関
係
は
無
い
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

允
本
事
業
の
監
督
を
担
う
副
市
長
よ
り
陳
謝
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
処
分
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
こ
れ
ま
で
の

様
々
な
ご
指
摘
な
ど
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

印
浜
分
小
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
箇
所
数
に
つ
い

て
で
す
が
、
新
聞
報
道
の
と
お
り
、
１
千
　
カ
337

所
で
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

咽
大
規
模
公
共
施
設
及
び
水
銀
灯
設
置
の
公
共

施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
を

め
ど
と
し
、
そ
の
後
、
小
規
模
公
共
施
設
に
つ

い
て
、
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
す
る
考
え
で
す
。

質
　
問

市
　
長

契
約
事
業
者
の
紹
介
者
と
い
つ
か

ら
の
付
き
合
い
か

道
南
い
さ
り
び
鉄
道
の
元
社
長
と

は
市
長
就
任
後
か
ら
の
付
き
合
い

髙
村
　
　
智
　
議
員 録画映像

浜分小学校玄関前の照明器具



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

北斗市　議会だより ９

問
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
に
関
す
る
件
に
関
し
て

は
、
３
月
の
第
１
回
定
例
会
か
ら
、
様
々
な
質

問
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
付
け
北
海
道
新
聞
の
第
３
面
（
全

11

13

道
版
）
に
「
北
斗
市
　
不
透
明
な
随
契
」
の
見

出
し
で
記
事
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
複
数
の
市
民
よ
り
「
市
と
議
会
は
何
を
や
っ

て
い
る
ん
だ
！
」
と
の
お
叱
り
と
疑
問
の
電
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
北
斗
市
の
名
誉
と
信
用
を
、
大
き
く
毀
損
し

た
こ
の
記
事
内
容
に
関
し
、
市
長
及
び
監
査
委

員
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

茨
法
的
問
題
と
責
任
に
つ
い
て

　
再
三
質
問
し
て
い
ま
す
が
、
市
が
「
一
者
特

命
随
契
」
を
で
き
る
と
し
て
挙
げ
て
い
る
地
方

自
治
法
施
行
令
第
　
条
の
２
第
１
項
第
２
号
及

167

び
第
７
号
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
質
疑
応
答

を
踏
ま
え
て
お
聞
き
し
ま
す
。

ア
　
第
２
号
「
そ
の
性
質
又
は
目
的
が
競
争
入

札
に
適
し
な
い
も
の
…
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
工
藤
副
市
長
は
議
会
に
お
い
て
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
（
リ
ー
ス
事
業
・
地
元
の
電
気
工
事
業
者

で
施
工
・
リ
ー
ス
期
間
中
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

が
で
き
る
の
は
「
自
分
の
思
い
込
み
で
１
社

（
Ｅ
社
）
し
か
で
き
な
い
と
思
い
込
ん
で
い

た
。」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
「
思
い
込
み
」
か
「
恣
意
的
」
か
、
ど
ち
ら

に
し
て
も
こ
の
時
点
で
「
適
法
で
な
い
」
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

　
こ
の
こ
と
の
認
識
と
責
任
を
伺
い
ま
す
。

イ
　
上
記
施
行
令
の
第
７
号
「
時
価
に
比
し
て

著
し
く
有
利
な
価
格
…
」
に
関
し
、
改
め
て
お

聞
き
し
ま
す
が
、
「
時
価
」
と
は
ど
の
よ
う
な

意
味
で
あ
る
の
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

　
私
は
「
時
価
」
と
は
、
「
市
場
価
格
」
と
同

義
語
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
市
は
特
別
な
解

釈
を
し
て
い
る
の
か
。

　
市
長
及
び
監
査
委
員
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

ウ
　
法
令
に
適
合
し
た
随
契
理
由
が
な
い
こ
と

を
踏
ま
え
、
「
違
法
な
随
契
」
を
し
た
こ
と
の

責
任
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

芋
市
は
事
前
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
火
の
数
は
押
さ
え
て

い
た
と
思
い
ま
す
が
、
契
約
し
た
５
つ
の
施
設

そ
れ
ぞ
れ
の
灯
火
の
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
数
の
根
拠
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
併
せ
て
、
Ｅ
社
の
見
積
も
り
に
あ
る
、
灯
火

の
数
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
本
件
に
関
し
て
は
、
本
事
業
の
目

的
、
及
び
契
約
締
結
に
至
っ
た
経
緯
、
趣
旨
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
お
り
で
す
が
、
監
査
結
果
で
の
ご
指
摘
、

一
般
会
計
決
算
認
定
に
対
す
る
付
帯
決
議
等
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
円
滑
な
市
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

茨
ア
及
び
イ
の
地
方
自
治
法
施
行
令
第
　
条
の

167

２
第
１
項
第
２
号
、
及
び
第
７
号
に
つ
い
て
は
、

本
事
業
の
実
施
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
過
去

の
情
報
な
ど
か
ら
、
大
手
リ
ー
ス
事
業
者
の
場

合
、
こ
の
事
業
者
が
直
接
施
工
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
本
市
の
意
向
が
達

成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
本
事
業
の

契
約
事
業
者
と
、
随
意
契
約
と
し
た
も
の
で
す
。

　
本
事
業
に
お
け
る
、
試
験
施
工
の
予
算
化
に

向
け
た
検
討
段
階
に
お
い
て
は
、
第
７
号
の
規

定
で
あ
る
「
時
価
に
比
し
て
著
し
く
有
利
な
価

格
」
の
適
用
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
第
２
号
の
規
定
で

あ
る
「
契
約
の
性
質
又
は
目
的
が
競
争
入
札
に

適
し
な
い
」
の
規
定
を
主
に
適
用
し
、
第
７
号

の
規
定
は
参
考
と
し
て
補
足
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
「
適
法
で
は
な
い
」
と
の
考
え

は
な
く
、
質
問
の
ウ
に
あ
る
「
違
法
な
随
意
契

約
」
を
し
た
と
の
認
識
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
「
時
価
」
の
解
釈
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
時
価
」
の
判
断
基
準
は
明
確
に
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
の
品
質
や
労
働
環
境
等
を
適
切

に
確
保
し
た
上
で
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

芋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
　
灯
、
市
民
プ
ー
ル

195

が
　
灯
、
浜
分
小
学
校
が
１
千
　
灯
、
上
磯
中

277

337

質
　
問

市
　
長

法
令
に
適
合
し
た
随
契
理
由
が
な

く
違
法
随
契
し
た
責
任
に
つ
い
て

違
法
な
随
意
契
約
を
し
た
と
の
認

識
は
あ
り
ま
せ
ん

学
校
が
２
千
　
灯
、
大
野
中
学
校
が
１
千
　
灯

40

426

で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
灯
数
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
契

約
事
業
者
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
お
け
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
設
置
場
所
や
設
置
器
具
、

灯
数
な
ど
の
一
覧
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
契
約
事
業
者
の
見
積
も
り
に
あ
る
灯

数
に
つ
い
て
、
包
括
的
な
費
用
に
基
づ
く
年
間

の
リ
ー
ス
額
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
電
気
料
金
を

含
む
維
持
管
理
経
費
の
削
減
効
果
額
を
比
較
検

討
し
た
も
の
で
あ
り
、
見
積
も
り
段
階
で
の
灯

数
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

答
（
代
表
監
査
委
員
）
　
月
　
日
付
け
の
新
聞

11

13

報
道
記
事
に
つ
い
て
は
、
ご
質
問
に
あ
る
よ
う

な
、
北
斗
市
の
名
誉
と
信
用
を
大
き
く
毀
損
し

た
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
と
し
て
、
説

明
す
べ
き
も
の
は
、
説
明
が
必
要
で
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
茨
ア
及
び
イ
の
地
方
自
治
法
施
行
令
第
　
条
167

の
２
第
１
項
第
２
号
、
及
び
第
７
号
に
つ
い
て

で
す
が
、
市
の
裁
量
の
幅
は
広
く
、
随
意
契
約

と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
適
法
で
は
な
い
」

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

新
関
　
一
夫
　
議
員 録画映像

LED照明の　　　　　　
北斗市スポーツセンター
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委員会活動をお知らせしま委員会活動をお知らせしますす

《総務常任委員会》

・12月8日に第4回定例会で付託された、条例の一部改正（1件）の審査を行い、『北斗市職員の定年等に関
する条例等の一部改正等』については、質疑はなく、採決の結果、原案のとおり可決すべきものと決定
し、本会議で報告を行いました。

《産業建設常任委員会》

・12月9日に第4回定例会で付託された、条例の一部改正（2件）の審査を行
い、『北斗市手数料徴収条例の一部改正』については、改正する趣旨及
び具体的な内容、別表内にある複合建築物とは何かなどの質疑応答を行
いました。また、『北斗市営住宅条例の一部改正』については、質疑は
なく、採決の結果、原案のとおり可決すべきものと決定し、本会議で報
告を行いました。

《議会運営委員会》

・10月14日に委員会を開催し、第4回臨時会の議会運営（会期日程等）に関する協議を行い、会期を10月24
日の1日としました。

・10月24日に委員会を開催し、議会だより（№72）の監修、「議会だよりの見直し」について協議を行いま
した。
・11月21日に委員会を開催し、第5回臨時会の議会運営（会期日程等）に関する協議を行い、会期を11月28
日の1日としました。

・11月28日に委員会を開催し、第4回定例会の議会運営（会期日程等）に関する協議を行い、会期を12月6
日から12月12日までの7日間としました。その後、「議会だよりの見直し」について協議を行いました。

・12月6日に委員会を開催し、第4回定例会の議会運営（追加議件）について協議を行いました。
・12月7日に委員会を開催し、第4回定例会の議会運営に関する協議を行いました。
・12月12日に委員会を開催し、第4回定例会の議会運営に関する協議を行いました。

《北海道新幹線トンネル工事に伴う掘削発生土に関する調査特別委員会》

・12月12日に委員会を開催し、副市長、担当部課長の出席、鉄道・
運輸機構の副局長、工事部長、工事課長、所長及び副所長を参
考人として招致し、①村山受入地の状況について②八雲町への
対策土搬出について③柳沢仮置場の再拡張について④北斗市内
トンネル発生土処理の今後の見通しについて⑤明かり工事（市
渡高架橋）発生土の村山受入地への受入れについて、鉄道・運
輸機構から説明を受けました。
　　これに対し、セレン濃度の高い数値は滞水が原因と言い続け
ているが理論的根拠も失われているのではないか、セレンの濃
度が2カ所の観測孔で環境基準を超えていることについて現状
の対策をいつ改善するのか、新しい受入地に関し候補地を最初
に検討するのは機構なのか市なのかなどの質疑応答を行いまし
た。

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

渡島トンネル入口（施工完了）　　　
　　　「提供：JRTT鉄道・運輸機構」

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

【お詫びと訂正】北斗市議会だより令和４年11月号掲載記事の訂正について
　　北斗市議会だより11月号の11ページ「北海道新幹線トンネル工事に伴う掘削発生土に関する調査特別委員会」の掲載内
　　容に一部誤りがございました。
　　正しくは下記のとおりです。お詫びして訂正いたします。
　　　（誤）八雲町から柳沢の仮置き場に搬入した対策土　→　（正）八雲町から村山地区受入地に搬入した対策土

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫 詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫
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一部事務組合・広域連合議会の動一部事務組合・広域連合議会の動きき

■南渡島消防事務組合議会
・11月29日、令和4年第3回定例会が南渡島消防事務組合消防本部で開かれ、令和4年度一般会計補正予算、
条例の一部改正（1件）が審議され、可決されました。

■函館湾流域下水道事務組合議会
・11月21日、令和4年第2回定例会が函館市役所で開かれ、議席の指定、令和4年度一般会計補正予算、条例
の一部改正（2件）、令和3年度一般会計決算認定、報告（2件）が審議され、可決・認定等されました。

■函館圏公立大学広域連合議会
・11月21日、令和4年第2回定例会が函館市役所で開かれ、議席の指定、令和4年度一般会計補正予算、条例
の一部改正（2件）、令和3年度一般会計決算認定、報告（3件）が審議され、可決・認定等されました。

■渡島廃棄物処理広域連合議会
・10月25日、令和4年第2回定例会が渡島廃棄物処理広域連合で開かれ、副広域連合長選任同意（1件）、令
和4年度一般会計補正予算、令和3年度一般会計決算認定が審議され、可決・認定等されました。

その他の会議など（市議会その他の会議など（市議会））

■全員協議会
・12月7日、北斗市役所で開かれ、閉会中における
正副議長の公務活動、一部事務組合議会・広域連
合議会の概要及び議員視察研修について報告され
ました。

□北海道市議会議長会道南支部議員研修会
・10月12日、登別市で開催され、16名の議員が参加
しました。（写真右：研修会のようす）

ឰ͢ȳɛɝɂǾᥓαɬʡʴȈʨʋɮʷȉȺɕɞȦȻȟȺȠɑȬǿ

ᄉᚐஓȾɂʡʍʁʯᣮᅺȺȝᅺɜȮȬɞɁȺǾਖ਼ᢌȾȬȣȾឰ͢ȳɛɝɥᝣɓȦȻȟȺȠɑȬǿ

ҟႊȬɞȾɂǾȝਖ਼ધȴɁʃʨ˂ʒʟɳʽɗʉʠʶʍʒȾȈʨʋɮʷȉɁɬʡʴɥɮʽʃʒ˂ʵȪ

ȹȗȲȳȠǾȈԈ୲ࢍឰ͢ȳɛɝȉɥᄊ᧸ȪȹȢȳȨȗǿ

˩ᜤᵎᵏɽ˂ʓȞɜǾȧҟႊɁብఞȾȕɢȮȹɬʡʴɥɮʽʃʒ˂ʵȪȹȢȳȨȗǿ

※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの
　商標登録です。
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「議会だより」のアプリ配信ご利用ください！「議会だより」のアプリ配信ご利用ください！
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令和４年10月23日、北斗市森林・林業・林産業活性化議員連盟が、きじひき高原に
エゾヤマザクラ２本を植樹しました。

議席にて職員からの説明を受けたあと、議長席を囲んで記念撮影する萩野小学校の子どもたち

10月26日に萩野小学校6年生の児童19名が社会科学習で議場見学に訪れました。
普段は入ることのできない議場で、「議会の役割や仕事」、「議会の会議の流れ」、「事務局職員の仕事」
などについて職員から説明を受けました。
実際に議員や説明員の席に座り、議場の雰囲気を感じていました。

萩野小学校の皆さんが議場を見学しました！

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

他の市議会等からの行政視察状他の市議会等からの行政視察状況況

◇10月26日　三重県松阪市議会（会　派）　・ ワーケーションについて
◇　　27日　長野県小諸市議会（会　派）　・ 交流人口の拡大と移住・定住の促進について ほか 
　　　　　　茨城県土浦市議会（委員会）　・ 北海道新幹線の新函館北斗駅開業の効果について
◇11月09日　兵庫県赤穂市議会（会　派）　・ 移住・定住支援について ほか
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令和４年１月～令和４年12月　定例会・臨時会出席状況一覧表
○は出席　×は欠席　△は遅刻、早退　

／

は出席不要　公は議会として欠席することが妥当と認めた欠席

令和４年１月～令和４年12月　各委員会出席状況一覧表
○は出席　×は欠席　△は遅刻、早退　

／

は出席不要　公は議会として欠席することが妥当と認めた欠席

◎議会運営委員会

※委員のほか、議長が出席しています。

臨時会第４回定例会第３回定例会第２回定例会第１回定例会　　　　　区分

氏名　　　　　

第
５
回

第
４
回

第
３
回

第
２
回

第
１
回

本会議決 算 審 査
特別委員会本会議本会議予 算 審 査

特別委員会本会議

３２１５４３２１３２１３２１５４３２１３２１
○○○○○○○○○○○○○○○○○中　井　光　幸

○○公○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○白　戸　昭　司

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○仲　村　千鶴子

○○×○○○○○×○○○○○○○○公○○○○○○○○○渡野辺　秀　雄

○○○○○○公公○○○○○○○○○○○○○○○○○○○前　田　　　治

○○○○○○公○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○伊　藤　洋　平

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○佐々木　　　亮

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○髙　村　　　智

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○新　関　一　夫

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○花　巻　　　徹

○○○○○○○○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○寺　澤　十　郎

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○吉　田　直　樹

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○玉　森　大　樹

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○栃　木　正　則

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○工　藤　秀　子

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○高　田　　　茂

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○小　泉　征　男

○○○○○○○○○○公○○○○○○○○○白　石　勝　士

○○○○○○○○○○○○○○○○○△○○○○○○○○○山　本　正　宏

○○○○×○○○○○○○○○○○○○○○△○△○○○○水　上　　　務

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○秋　田　厚　也

○○○○○○○○○△○○○○○○○○○○○○○○○○○坂　見　英　幸

22212019181716151413121110９８７６５４３２１　　　　　　回
氏名　　　　　

○○○○○○○○○○○公○○○○○○○○○○秋　田　厚　也

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○寺　澤　十　郎

○○○○×○○○×○○×○公○○○○○○○○渡野辺　秀　雄

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○髙　村　　　智

○○○○△○×○○○○○×○○○○○○○○○新　関　一　夫

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○玉　森　大　樹

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○工　藤　秀　子

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○山　本　正　宏

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○白　戸　昭　司
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◎総務常任委員会
５４３２１　　　　　　回

氏名　　　　　
○○○○○山　本　正　宏
○○○○○高　田　　　茂
公○○○○前　田　　　治
○○○○○吉　田　直　樹
○○○○○栃　木　正　則
○○○○○白　石　勝　士
○○○○○白　戸　昭　司

◎文教厚生常任委員会
４３２１　　　　　　回

氏名　　　　　
○○○○新　関　一　夫
○○○○工　藤　秀　子
○○○×仲　村　千鶴子
○○○○伊　藤　洋　平
○公○○佐々木　　　亮
○○○○髙　村　　　智
○○○○花　巻　　　徹

◎産業建設常任委員会
５４３２１　　　　　　回

氏名　　　　　
○○○○○玉　森　大　樹
○○×○○渡野辺　秀　雄
○○○○公寺　澤　十　郎
○○○○○小　泉　征　男
○○○○△水　上　　　務
○○○○○秋　田　厚　也
○○○○○坂　見　英　幸

※委員のほか、議長が出席しています。

1918171615　　　　　　回
氏名　　　　　

○公○○○白　戸　昭　司
○○○○○山　本　正　宏
○×○○○渡野辺　秀　雄
○○○○○前　田　　　治
○○○○○新　関　一　夫
○○○○○玉　森　大　樹
○○○○○工　藤　秀　子
○○○○○小　泉　征　男
○○○○○白　石　勝　士
○○○○○秋　田　厚　也

◎北海道新幹線トンネル工事に伴う
　掘削発生土に関する調査特別委員会

２　　　　　　回
氏名　　　　　

○髙　村　　　智
○栃　木　正　則
○伊　藤　洋　平
○佐々木　　　亮
○吉　田　直　樹
○玉　森　大　樹
○白　石　勝　士

◎議会ICT化に関する
　調査特別委員会

※委員のほか、議長が出席しています。

「会議録検索システム」をご利用くださ「会議録検索システム」をご利用ください！い！「会議録検索システム」をご利用ください！
　北斗市議会では、１人でも多くの市民の皆様に幅広く議会の情報をお知らせするために、会議録
検索システムを導入しています。

　北斗市議会ホームページの「会議録等」→「会議録検索
システムのページ」をクリックすると右の画面に移ります。

　検索画面で、気になるキーワードなどを入力すると簡単
に会議録を閲覧することができます。

　ぜひ、議会で何が議論されているかご覧ください。　
　※　会議録検索システムは、パソコンだけでなく
　　　スマートフォン・タブレットでもご利用いただけます。
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議 会 日 誌（令和４年１０月１１日～令和４年１２月３１日）

議員視察研修『香川県高松市ほか』

全国市議会議長会国会対策委員会『東京都』（議長）

「議会運営委員会」

函館湾流域下水道事務組合議会定例会（組合議員）

函館圏公立大学広域連合議会定例会（組合議員）

例月出納検査（監査委員議員）

北斗市議会第５回臨時会本会議

「議会運営委員会」

南渡島消防事務組合議会定例会（組合議員）

北斗市議会第４回定例会本会議（第１日目）

「議会運営委員会」

定例会本会議（第２日目）

「議会運営委員会」

「全員協議会」

「総務常任委員会」

「産業建設常任委員会」

定例会本会議（第３日目）

「議会運営委員会」

「北海道新幹線トンネル工事に伴う掘削発生土に関する調査特別委員会」

例月出納検査（監査委員議員）

15～18日

21日

21～22日

28日

29日

12月  6日

7日

8日

9日

12日

21～22日

北海道市議会議長会道南支部議員研修会『登別市』（正副議長ほか議員）

定期監査（監査委員議員）

「議会運営委員会」

渡島廃棄物処理広域連合議会「議会運営委員会」（議長、議会運営委員）

渡島・檜山管内市町議会議員研修会（議員）

例月出納検査（監査委員議員）

全国市議会議長会研究フォーラムin長野『長野県長野市』（議長）

北斗市森林・林業・林産業活性化議員連盟植樹『きじひき高原』

北斗市議会第４回臨時会本会議

「議会運営委員会」

渡島廃棄物処理広域連合議会「全員協議会」（議長、連合議員）

渡島廃棄物処理広域連合議会定例会（議長、連合議員）

議員視察研修『広島県尾道市ほか』

定期監査（監査委員議員）

定期監査（監査委員議員）

議員視察研修『香川県坂出市ほか』

議員視察研修『新潟県新発田市ほか』

渡島町村議会議長会行政視察研修『愛知県美浜町ほか』（議長）

南渡島消防事務組合議会視察研修『和歌山県岩出市ほか』（組合議員）

議員視察研修『愛媛県今治市ほか』

10月 12日

13日

14日

17日

18日

１8～19日

１9～20日

23日

24日

25日

25～28日

11月  2日

7日

7～10日

8～11日

9～11日

14～17日

☆市議会だよりをご覧いただきありがとうございます。皆様のご意見ご感想をお聞かせください。
『緯 73-3111 ＦＡＸ 73-6970』『メールアドレス gikai@city.hokuto.hokkaido.jp』

印刷／㈲すずき印刷
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▼
市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
年
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

５
回
目
の
接
種
が
始
ま
り
、
ま
た
、
乳

幼
児
接
種
や
小
児
接
種
な
ど
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

▼
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
が
　
月
６

12

日
か
ら
　
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

12

７
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
の
各
会
計
補
正

予
算
が
審
議
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
対
策
経
費

と
し
て
、
感
染
さ
れ
た
方
へ
の
自
宅
療

養
支
援
セ
ッ
ト
の
配
布
を
３
月
ま
で
延

期
す
る
こ
と
に
よ
る
予
算
が
計
上
さ
れ

可
決
し
ま
し
た
。

▼
函
館
江
差
自
動
車
道
で
は
、
冬
期
間

の
安
全
な
通
行
確
保
を
目
的
と
し
た
防

雪
柵
と
視
線
誘
導
標
の
設
置
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
２
月
に
起
き
た
よ
う
な
多
重
事

故
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
一
日
も

早
い
完
成
を
望
み
ま
す
。

▼
今
期
の
議
員
の
任
期
も
今
年
の
４
月

ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
期
間

も
し
っ
か
り
と
議
員
活
動
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
平
和
で
災
害
の
な
い
穏
や

か
な
一
年
で
あ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
編
集
委
員
　
工
藤
　
秀
子
）

第１回北斗市議会定例会は、２月の開催を予定しています。

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

＝ 本会議を傍聴しませんか！ ＝
　議会傍聴は、市民の代表である議員がどんな活動をしているか、
市政がどのように運営されているのかなどを知る良い機会です。
　傍聴したい方は、市役所３階の本会議場傍聴席までお越しください。

議会開催予定


